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№２２８１ 第２８回例会 ２０１３．１．３１ 晴 

於：さゞ波館広間 １８：００ 点鐘 

点 鐘：高橋裕之 会長 

進 行：原田雅式 SAA 

ソング：奉仕の理想 

お客様：伊藤一夫様（元会員） 

榎本純子様、原田和子様、平川裕子様、 

石渡栄子様、小野玲子様、大網立子様、 

三枝富美代様、志波甫子様、 

白石登美子様、須藤弥生様（会員夫人） 

 

会長挨拶 

 

高橋裕之 会長 

 

皆様こんばんは。 初にお客様のご紹介をいた

します。元会員の伊藤一夫様、ようこそおいでくだ

さりました。そして、富津中央 RC 女子会の皆様、本

日もよろしくお願いいたします。例会がとても華やか

になり、ありがとうございます。本日は、三枝会員の

叙勲のお祝いと、４名の会員の傘寿から卒寿に向

けてのお祝いを兼ねた記念例会です。例会を修了

した後には、親睦会を開催いたしますのでお楽し

みに。なお、親睦担当の皆様には、準備ありがとう

ございました。 

 

会長報告 

次週の例会終了後に、会員としてお誘いもして

いる和蔵酒造竹岡蔵さんに見学に行きたいと思い

ます。参加義務はありませんが、なるべくたくさんの

会員の参加をよろしくお願言い足します。 

 

幹事報告 

若鍋武良 幹事 

 

皆さん今晩は。今日は「三枝一雄会員の秋の叙

勲（旭日双光章受章）」のお祝いと、「傘寿から卒寿

へ向かう４名の大先輩を祝う」会を兼ねた祝賀会で

す。４名の先輩会員の益々の長寿と健康を心より祈

念致します。 



幹事報告をします。 

姉妹ＲＣの塩山ＲＣより３月３０日（土）～３１日（日）

に来津したい旨の連絡がありました。日程等の詳細

につきましては、これから逐次相談していきたいと

思います。 

 

三枝会員叙勲祝並傘寿から卒寿に向かう大

先輩四人を祝う会 

榎本親睦担当部長の進行の下に開宴。 

 

叙勲祝 

 

三枝会員へ大網夫人より 

 

傘寿から卒寿に向かう祝 

 

千葉、高島、志波、三枝各会員 

 

結婚祝 

 

三枝一雄･富美代 昭和３７年１月２７日 

 

志波 克･甫子 昭和３７年１月２１日 

 

受章祝・傘寿祝・結婚祝一言 

三枝一雄 会員 

 

叙勲の祝賀会に感謝して 

平成２４年秋の叙勲で図らずも保険衛生功労で

旭日双光章受章の栄に浴し、本年１月のガバナー

月信にも掲載して頂きました。 

私は昭和７年、この富津市に生まれ、佐貫小学

校では志波さん、途中疎開してきた高島さんと学び、

引き続き戦時中に旧制木更津中学校に入学してか

らは千葉さんとも同級生になりました。戦後の学制

改革で、中学・高校６年間を共に過ごし、縁あって

また地元、富津中央のロータリアンとなり、今年共に

元気で「傘寿」を迎えられたことは本当に有り難いこ

とです。 

たまたま私が勲章を頂くことになってしまいました

が、実は他の３君の方がロータリアンとして社会奉

仕・職業奉仕に貢献しており、私が一番不良ロータ

リアンであることを自覚しているので改めてお祝い

をして頂くのは実に面映ゆく申し訳ない次第です。

というわけは、平成６年、私が千葉県医師会の理事

に選任された時に、困ったのは毎週木曜日午後に

理事会が開かれるので例会に出られなくなることで

した。医師会の先輩に相談したら「それは簡単だ。

ロータリーをすぐやめてしまえ」といわれてびっくりし



ました。私は昭和５１年に故藤村義朗先生のお勧

めで当クラブに入会し、真面目に例会にも出席して

いたため、まあおとがめ無く席を置かせていただき

ました。つまり、ロータリーをさばって頂いた勲章で

すから本当はお祝いどころではない、お詫びをする

会なのですが、仲間４人と「傘寿」の祝いもあるとい

うことでつい出て参りました。当クラブロータリアンの

「寛容」と「友情」に感謝しております。 

ところで、千葉県医師会では何をしていたかとい

うと、まず理事として３期６年、学校保健と労災・自

賠責保険を担当しました。学校保健はもっぱら教育

委員会の学校保健課や学校医と養護教諭のお付

き合いでしたが、本当は学校医の待遇改善や手当

の増額等を要求する窓口でした。当時から生徒数

の減少が始まりむしろ学校医も減らす方向だった

為、何一つ実績を残さず終わってしまいました。そ

の後、監事を経て副会長に４年間就任しました。そ

の時の担当は「医師連盟」でして、実は医師会員の

政治活動、つまり選挙支援団体のまとめ役でありま

す。特に参議院選挙では元日本医師会長のご子

息である武見敬三先生を支援して 終日まで一緒

に車に乗って県内を転戦しましたが惜しくも次点と

なり結果は実りませんでした。そういうわけで何一つ

実績はないのですが、年数が長かったためか今回

の受賞となったわけです。 

さて、医師会のお役目が終わったので、これから

せっせとロータリークラブの例会に出席するつもり

でおりましたところ、今度は運悪く「舌癌」となってし

まい、一昨年の年末に手術をしました。昨年の今頃

は「食べられない」「しゃべれない」「首が痛くて眠れ

ない」という三重苦で悩まされておりました。ようやく

日常生活に復帰しましたが、まだ完全に回復しな

い為、午前中の仕事を終えて手早く着替えて出か

けること・普通の固いご飯が食べられないこと・食べ

ながらおしゃべりすることが難しいこと等でつい例会

を億劫にして欠席しがちでありました。幸いビール

や液体はよく喉を通るので夜間の会合は大丈夫で

す。（笑い） 

さて、私も友人３人と８０歳、共に「傘寿」を迎えて

そのお祝いも重ねてして頂くことになりました。そこ

で感謝と共に皆さんに申しあげておきたいことがひ

とつあります。ここまで元気で生きるこということは大

変幸運であるということです。男性の平均寿命は７９．

４４歳（平成２３年）で、漸くそれを突破したに過ぎな

いように見えますが、実は呆けたり寝たきりになった

人を含めての数ですからこれだけ元気な事は実に

貴重なことです。ハーバード大学のウァイラント教授

によれば、老年期は「地雷原」を歩くようなものだと

いいます。６０～７０代から人はそこをゆっくり渡って

いくのですが、８０歳を過ぎてまだ元気であれば初

めてこれを突破したと認定されるのだというのです。

私は医者として経験的に、特に男性の場合は７５～

８０歳の間が一番危ないと思っています。今日お集

まりの皆さんも地雷適齢期にかかる人が多いので

充分健康に気を付けてぜひ傘寿のお祝いにこぎ着

けて欲しいと思います。本日はどうも有り難うござい

ました。 

 

傘寿祝・結婚祝一言 

志波 克 会員 

 

三枝会員には受章お目出度うございます。私は

学生の頃、皇太子であらせられた今の天皇陛下に

日比谷公会堂のロビーでお会いした事があるので、

又お会いしたいと思っているのですが、お呼びがあ

りません。 

今日は三枝会員のお相伴で傘寿→卒寿祝を頂

き、また結婚祝も頂きまして有り難うございました。 

結婚の方は今年で５１年になります。昨年の中頃

に女房が気力を失い、話の受け答えもおかしくなり、

慌てて認知症の検査やら、介護申請やらをする騒

ぎがありましたが、腰痛の薬の効き過ぎと判り、ほっ

としました。お陰様で二人とも、まだ、いわゆる健康

寿命を保っていますが、出来るだけ長続きするよう

に願っています。 

卒寿に向かう祝については、先日の年頭所感で

一寸触れたキケローの「老人について」にある通り、



「肉欲等あらゆる欲望への服役期間が満了して、心

が自分自身と共に生きる」状態に近くなりましたの

で、これから大いに価値ある人生が送れるものと期

待しています。 

しかし今のところは、「若者は劇場の 前列で快

楽を楽しみ、老人は 後列から遠くそれを眺め十

分楽しむ」ともあったように、私もいつぞやお話しし

た、紀伊國屋電子書籍の「学術･教養カテゴリー」で

見付けた「女が悦ぶセックス」を買って教養を高め

たりしています。本当はそれについての話をしたか

ったのですが、割り当て時間が無くなりましたので、

次の機会にさせて頂きます。 

お祝い、有り難うございました。 

 

傘寿祝一言 

高島治雄 会員 

 

“おめでとう”そして“ありがとう” 

三枝一雄先生、この度の旭日双光章のご受章お

めでとうございます。古い言葉かもしれませんが、ま

さに医は仁術なりのお人柄で、地域の医療並びに

福祉の充実発展に貢献されてのご受章は、そのご

実績から考えれば、やゝ遅きに失する感はあります

が同級生の受章は大変嬉しく思います。重ねて心

よりお祝い申し上げます。俳句の先生の前で恥ず

かしいですが、その気持ちを句にしてみました。 

“吾が友の 旭日の誉れ 誇りなり” 

さて、本日は私たち傘寿８０歳を迎えた４人の仲

間に対して卒寿まで元気にと励ましの会を開いて

下さり大変嬉しく感激しています。ありがとうござい

ます。 

当ロータリークラブ会員の思いやりの心、やさしさ

はまさに心の奉仕だと私は思います。その心の奉

仕に私はずい分励まされ、教えられ、自分を育てら

れました。そして改めて当ロータリークラブの会員で

よかったなの思いを強くしています。 

どうか、これからもよろしく見守って下さい。 

 

千葉一利 会員 

 

皆さん、こんばんは。 

ドクター三枝、旭日双光章受章おめでとうござい

ます。心よりお祝い申し上げます。また、私たち４名

の傘寿の祝いの会を開いていただき、本当にあり

がとうございます。ただ今は、記念品並びに花束を

いただき、心より御礼申し上げます。何かほどほど

に話をしてよいと進行次第にありましたので、私は

前に並んだ３人の友人について、私の川柳を贈り、

「同級生から見た同級生」ということで話をしたいと

思います。 

まず、ドクター三枝です。皆さん今日は何の日か

わかりますか。１月３１日は、１はアイ、３１はサイ、即

ち愛妻の日です。今日もそうですが、ドクターのそ

ばには、いつも妻富美代さんの姿があることです。

お互いに信頼し愛しているからこそ、その姿がある

のだと思います。この夫婦愛が基本となり、広く人

間愛へと発展し、さらに人間の生き方を追求し、そ

れを理論づけたのが「モラロジー」で、実践されたの

が「さきくさ」だと思います。この着実な努力と社会

貢献が認められて、この度の叙勲になったものと思

われます。もちろん役員としての活躍もあると思いま

す。ともかく、この受章は、わがロータリーの誇りで

あり、私たち同級生の誇りでもあります。 

― 叙勲の秋 妻の手取りて 八十路立つ ― 

（当日のものと少し変えました） 

次は志波氏です。彼は理系出身だけあって、物

事に対してなっとくの行くまで、その真意を追求す

る傾向があるように思います。先日の宇宙の話など、

そのいい例でしょう。また、クラブに於いては、チャ

ーターメンバーだけあって、すべてに精通し、常に



正しい方向に導いています。冷静にして沈着、豊

かな教養、笑顔のある円満な人柄、全会員から信

頼されています。読書量も多く、近頃は、ややくだ

けた本を読んでいるとか、更に人間味が増し、その

理論にみがきがかかるものと思われます。 

― しばし待て 八十路に光る理論はだ ― 

（「しばし」の「しば」は「志波」になぞらえて） 

後になってゴメン高島氏。彼は私の無二の親友

です。声量のある歌声、その歌唱力は、まさにプロ

級です。また陶芸は生涯大学で学び、一流の域に

達しました。また絵画も前会員の佐藤さんに師事し、

めきめき腕をあげ、各方面の展覧会に出品してい

ます。また野菜作りと料理もなかなかなもののようで

す。中国文化研究も私を越しました。このように多く

の才能を目覚めさせ、開花させたのは、ほとんど退

職後のことと思います。まさに余暇活用の神様です。

頭脳明晰、円満な人柄、低音の歌声、女性のみな

らず男性もひかれる芸達者、それは高島氏です。 

― 常春の 八十路彩る 芸達者 ― 

（常春のハルは治雄のハル） 

以上３人の友の生き方にふれました。三枝氏の

人間の生き方の追求、志波氏のあくなき真理を求

める態度、高島氏の能力の開発への挑戦。この分

析は違っているかもしれません。でもそう信じ、それ

を参考に先日宣言した通り、いつでも前向きに生き

たいと思っています。我々４人八十路をスタートしま

した。今後どう生きて行くか見守って下さい。私は石

渡さんが名付けた不良老人として、がんばって生き

たいと思います。本日はありがとうございました。 

― 八十路行く 不良老人 これにあり ― 

 

三枝会員の叙勲を寿ぐ俳句 

水仙を 添えある叙勲の 賀の席に    伊藤一夫 

梅の香に 祝う心を ととのえる       石渡 鋼 

祝宴に 添える香りの 野ずいせん    小野恒靖 

師の叙勲 皆の慶び 春の宴          須藤 隆 

松風に 竹の葉そよぎ 梅香る       山田昌雄 

長き路 歩み梅の香 身にまとい      山田昌雄 

秋晴れや 富津の海に 光さす      刈込一弥 

三枝夫妻より各一句 

拝謁の 妻に冬日の 車椅子         かずを 

祝はるる 夫に添ひつつ 去年今年     ふみ代 

 

伊藤一夫様の挨拶 

 

 

三枝夫妻、志波、高島、千葉各会員 

 

 

旭日双光章 

 

 

「歓喜の歌」 指揮：小野恒靖 会員 

 



 

「南国土佐を後にして」 

 

 

「サマータイム」 

 

 

「パーリーシェルズ」 

 

 

三枝会員とフラ・レディズ 

 

 

「故郷」 

 

 

記念撮影 

 

ニコニコＢＯＸ 

石渡 鋼 親睦担当副部長 

伊藤一夫様、榎本純子様、原田和子様、平川裕子様、

石渡栄子様、小野玲子様、大網立子様、志波甫子様、

白石登美子様、須藤弥生様 

榎本、原田、平川、石渡、刈込、三井、小野、大網、

白石、須藤、高橋、多田、若鍋、渡辺、山田、永島

各会員 

三枝会員の叙勲、また三枝、志波、高島、千葉

各会員の傘寿を祝して。 

*三枝、*志波、*高島、*千葉各会員 

本日の祝宴に感謝。 

*＞1,000 円 合計 55,000 円 

 

出席報告 

刈込一弥 出席担当副部長 

区分 会員数 出席 欠席 MakeUp 出席率

今回 20/20 19 1  95.00%

前回 20/17 13 4  76.47%

 


